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う
れ
し
い
と
き
も
、
悲
し
い
と
き
も
、

寄
り
添
え
る
存
在
で
あ
る
よ
う
に
。

 「
人
を
思
う
。
」

そ
れ
は
私
た
ち
の
原
点
で
す
。
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文中の所属・役職・肩書きなどは

2014年6月現在のものです。

マングローブは熱帯・亜熱帯地方の海岸線や
河口域に生い茂る植物群の総称で、アフリカ
や中南米、アジア、南太平洋、国内では沖縄県
や鹿児島県に分布しています。マングローブ
の根系が作り出す安全な空間は小さな魚たち
の隠れ家やえさ場となり、ナンヨウショウビ
ン（裏表紙）などの鳥やカニクイザルなども集
まって豊かな生態系を育むことから、森は「命
のゆりかご」とも呼ばれています。また、森が
育つことでそこに暮らす人々には森林資源だ
けでなく水産資源も供給され、地域の持続可
能な発展にもつながります。東京海上日動で
は地球温暖化防止、生態系保全など、そのさま
ざまな効果に注目し、アジアを中心に植林活
動を続けています（P20）。

〈表紙の絵〉マングローブ

1

2

3

未来を支える。

人に寄り添う。

ともに生きる。

未来を支える。

名称　　

代表者

所在地

設立日

資本金

事業概要

従業員数

東京海上ホールディングス株式会社

取締役社長　永野 毅

東京都千代田区丸の内1-2-1 
東京海上日動ビル新館

2002年4月2日

1,500億円

国内損害保険事業、国内生命保険事業、
海外保険事業、金融・一般事業

33,310名（国内損保20,051名、
国内生保2,315名、海外保険9,500名、
金融・一般1,444名）

会社概要（2014年3月31日現在）
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あしたを、
安心して迎えるために。



地
震
、
津
波
、
台
風
、
異
常
気
象
…
…
。
私
た
ち

の
ま
わ
り
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。

企
業
や
個
人
は
、い
か
な
る
事
態
が
起
き
て
も
迅
速

か
つ
適
切
に
危
機
管
理
対
応
、
避
難
行
動
を
と
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
で
自
然
災
害
の
脅

威
を
目
の
当
た
り
に
し
た
今
、
起
こ
り
う
る
リ
ス
ク
と

向
き
合
い
、
備
え
る
こ
と
、
災
害
に
強
い
社
会
を
つ
く

る
こ
と
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
の
大
切
な
課
題
で
す
。

東
京
海
上
グ
ル
ー
プ
で
は
、
保
険
会
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
て
１
９
９
６
年
に
設
立
さ
れ
た
東
京
海
上
日

動
リ
ス
ク
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
（
Ｔ
Ｒ
Ｃ
）
が
、
主
に
地

震
、
津
波
、
台
風
、
水
害
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク

を
分
析
・
研
究
し
、
企
業
や
自
治
体
に
対
し
リ
ス
ク

評
価
や
対
策
立
案
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提
供
し
て

い
ま
す
。

な
か
で
も
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、
多
く
の
お
客

様
か
ら
ご
依
頼
い
た
だ
い
て
い
る
の
が
地
震
・
津
波
に

関
す
る
被
害
予
測
と
対
策
に
つ
い
て
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
で
す
。
現
在
、
リ
ス
ク
モ
デ
リ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
、
地

震
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
中
心
と
な
っ
て
、
自

防 災 ・ 減 災 の 取 り 組 み

長
年
の
地
震
・
津
波
研
究
を
生
か
し
、

リ
ス
ク
に
備
え
、
安
心
を
お
届
け
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
ご
提
供
し
て
い
ま
す
。

日本は、阪神・淡路大震災、東日本大
震災というタイプの違う大きな地震を
経験した、世界でも稀な国です。東日本
大震災以降、社会全体のリスクに対す
る感応度が高まっており、特に地震や
津波に対しては、これまでの想定を見
直し、より万全な対策が必要となって
います。
そこで当社では、地震や津波のリス
クモデリングに関する専門知識や技術
を生かして、お客様に分かりやすくリ
スクをお伝えし、今後の対策をより実
効性あるものに変えていくお手伝いを
しています。多様なお客様ニーズにお
応えするため、当社では社内外の専門
家が協力して、被害の想定から、耐震対
策や事業継続計画（BCP）の策定支援
といったソリューションを中心に、お
客様に合わせた支援を行っています。
東日本大震災では、当社の一級建築

士を中心としたチームが、建物の地震
被災度調査を実施しました。私も現地
で調査を担当し、事前の備えの大切さ
を再確認するとともに、近い将来に想
定される大規模地震の被害軽減に貢献
したいとの思いを強くしました。目に見
えないリスクを可視化してお伝えする、
〝想定外〟を少しでもなくし、お客様に
安心と安全をお届けできるよう、最善を
尽くしていきたいと考えています。

地震による被害の予測とその対策の
コンサルティングを担当しています。
2011年には、お客様に津波のリスク
をより分かりやすく、定量化・可視化し
てお伝えできるよう、津波リスクをモ
デル化するための調査をしていました。
社内で調査報告を終えたその2日後、
東日本大震災が起こり、津波が甚大な
被害をもたらしました。
震災前から津波の研究・調査を継続
して行うなかで、1993年の北海道南西
沖地震では、震災で起きた火災の多く
の原因が津波であるということを知り
ましたが、そのことが現実に起こって
いる映像に、とても衝撃を受けました。
私が携わっている地震のリスクマネ
ジメントでは、地震や津波だけでなく、
さまざまな要素を網羅してリスクを分
析します。ときには理学的、建築工学的
なことも把握してお伝えする必要があ
ります。東日本大震災以降、津波の脅威
に関心が集まるなかで、お客様に、より
透明性のある説明をしていかなくては
ならないと、改めて感じています。
日本の防災や災害対策がさらに進化
できるように、いざという時に備えて
お客様をしっかりとお守りできるよう
に、よりきめ細かなコンサルティング
に努めていきます。

然
災
害
な
ど
の
研
究
機
関
と
連
携
し
、
地
震
や
津
波

リ
ス
ク
の
調
査
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
震
災

後
の
２
０
１
１
年
に
は
、
東
京
海
上
日
動
が
被
災
地

復
興
の
た
め
に
東
北
大
学
と
産
学
連
携
協
定
を
締

結
。
津
波
リ
ス
ク
研
究
の
権
威
・
今
村
文
彦
教
授
と

と
も
に
、
東
日
本
大
震
災
の
被
害
の
実
態
や
、
過
去

の
巨
大
地
震
に
お
け
る
津
波
の
状
況
を
分
析
し
、
津

波
リ
ス
ク
の
評
価
手
法
を
研
究
し
て
き
ま
し
た
。
ト
ル

コ
で
２
０
１
３
年
に
開
催
さ
れ
た
国
際
津
波
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、
津
波
の
波
高
と
浸
水
の
深
さ
を
計
る
計

算
式
を
発
表
し
、
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
研
究
活
動
を
通
じ
て
リ
ス
ク
評
価
の
精

度
を
高
め
、「
地
震
被
害
想
定
」「
耐
震
ア
ッ
プ
グ

レ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」「
B
C
P（
※
）
策
定

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
な
ど
を
ご
提
供
し
、
お
客
様
や
社

会
が
未
来
の
リ
ス
ク
と
向
き
合
う
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
安
心
・
安
全
で
災
害
に
強
い
社

会
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

TRCの自然災害コンサルティングメニュー
「津波リスクコンサルティング」。会社が
ある地点までの津波の予想到達時間、浸水
範囲などのデータを高度にシミュレーショ
ンし（画像右）、地震が起こった時にどこ
に避難すればよいのか、耐震補強はどうす
ればよいのかなど、地震や津波に備えるた
めに、これまで以上に具体的なご提案が可
能となりました。
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佐藤 一郎
東京海上日動リスクコンサルティング

企業財産事業部
リスクモデリンググループ

グループリーダー

宮本 龍
東京海上日動リスクコンサルティング

企業財産事業部
主任研究員（※）

〝想定外〟をなくすために
専門技術を生かし

安心と安全をお届けします

日本の防災の進化を目指し
きめ細かなコンサルティングに

努めていきます

※
B
C
P
…
事
業
継
続
計
画

（
事
業
の
継
続
や
中
断
し
た
事
業
の
早
期
復
旧
を
適
切
に
行
う
た
め
の
計
画
）

※Tokio Marine Insurance (Thailand)出向中



日頃から防災意識を
高めていくことは

保険会社としての使命

ぼ う さ い 授 業

子
ど
も
た
ち
が
地
震
か
ら

身
を
守
る
た
め
の
ぼ
う
さ
い
授
業
。

内
容
も
年
々
進
化
し
て
い
ま
す
。

私は今、グループ全体のグローバル
化を支える人事戦略の企画・推進を担
当しています。海外のグループ社員と
接するなかで、積極的にボランティア
を行っていることを知り、自分も何か
活動したいと考えていたころに聞いた
のが、ぼうさい授業の話でした。東日本
大震災の時に仙台に応援に行った経験
から何か話ができるかもしれないと思
い、初めて参加を決めました。

授業に行く前に小学生向けの説明を
練習しましたが、自分で思っている以
上に専門用語や社内用語に頼っている
ことを感じ、相手の目線に立つことの
重要性を改めて実感しました。

災害が起きた時、速やかに保険金を

お支払いするだけでなく、被害を最小
限に抑えるために、日頃から防災意識
を高めていくことは、安心・安全な社会
の構築に貢献する損害保険会社として
の一つの使命です。今回のぼうさい授
業は、そのことを再認識するよい機会
でした。子どもたちが今回得た知識を
家族と話し合うことで防災意識がより
広がっていけばうれしいです。

 

「
本
業
で
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
生
か
し
た
い
」。
そ
ん
な
思
い
か
ら
、
東
京
海
上
グ

ル
ー
プ
社
員
の
有
志
た
ち
が
始
め
た
「
ぼ
う
さ
い
授

業
」
が
今
年
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
４
年
1
月
に

は
、
東
京
都
板
橋
区
立
志
村
第
三
小
学
校
の
4
・
5

年
生
に
向
け
て
、
社
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
先
生
と
な
り

授
業
を
実
施
。
地
震
や
津
波
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
地
震
が

起
き
た
時
の
行
動
な
ど
に
つ
い
て
ク
イ
ズ
を
ま
じ
え
な

が
ら
説
明
す
る
と
と
も
に
、
今
年
は
非
常
持
ち
出
し

袋
に
つ
い
て
も
実
際
の
道
具
を
見
せ
な
が
ら
分
か
り
や

す
く
説
明
し
ま
し
た
。
特
に
、
非
常
時
に
役
立
つ
情
報

が
書
か
れ
た
防
災
ハン
カ
チ
の
使
い
方
や
簡
易
ト
イ
レ
に

つ
い
て
の
説
明
に
、
子
ど
も
た
ち
は
興
味
津
々
で
し
た
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
3
年
。
最
初
は
社
員
の
自
発

的
な
活
動
と
し
て
始
ま
っ
た
取
り
組
み
で
す
が
、
今
で

は
グ
ル
ー
プ
全
体
の
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
広
が
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
全
国
で
延
べ
約
90
校
、
約

7
3
0
0
名
の
小
学
生
に
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
防

災
の
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
考
え
、
自
分
の

身
を
守
る
た
め
に
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ぼ
う

さ
い
授
業
を
通
じ
て
、
未
来
の
災
害
に
備
え
る
力
を
つ

け
る
手
助
け
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

7 6

津波のしくみを知って、
津波も地震と同じくらい怖いと思った

液状化現象が起こると
家が傾いたりするのにはびっくりした

簡易トイレなど、いろいろな
防災グッズがあることを知った

僕の家では非常持ち出し袋を
用意していないので準備したい

家に帰って、家族と非常持ち出し袋を
点検したら、賞味期限が

切れかかっているものがあった

家族と緊急時の待ち合わせ場所を決めた

子どもたちの感想

芳賀 祐介
東京海上ホールディングス

海外事業企画部 
アシスタントマネージャー

「毎月避難訓練を行っていますが、
東日本大震災から日が経ち、児童た
ちも防災への意識が薄れていたよう
に思うなかで、自分の身を守るため
にはどうしたらよいかを考えるきっ
かけとなりました」

（志村第三小学校／石川久美教諭）
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保
険
は
、
日
常
生
活
に
密
接
に
関
わ
る
存
在
で
す

が
、
そ
の
商
品
や
販
売
の
仕
組
み
に
は
堅
い
イ
メ
ー
ジ

も
あ
り
、
一
般
の
方
に
正
し
く
ご
理
解
い
た
だ
く
こ
と

は
な
か
な
か
難
し
い
も
の
で
す
。
保
険
の
基
礎
知
識

を
消
費
者
の
皆
様
に
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
て
い

く
こ
と
も
、
私
た
ち
東
京
海
上
グ
ル
ー
プ
の
大
切
な

役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

東
京
海
上
日
動
で
は
、
一
部
地
域
で
社
員
・
代
理

店
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
中
・
高
校
生
対
象
の
保
険
を

題
材
に
し
た
授
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
多

く
の
子
ど
も
た
ち
に
保
険
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る

と
い
う
主
旨
に
賛
同
し
、
講
談
社
ビ
ー
シ
ー
社
が
手

が
け
る
小
学
生
向
け
学
習
ま
ん
が
『
大
研
究
！　

保

険
の
す
べ
て
』
の
制
作
に
、
東
京
海
上
日
動
あ
ん
し
ん

生
命
と
と
も
に
協
力
い
た
し
ま
し
た
。
社
会
の
第
一
線

か
ら
、
未
来
を
担
う
小
学
生
に
保
険
を
正
し
く
伝
え

た
い
と
の
思
い
で
、
企
画
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。

小
学
5
年
生
の
主
人
公
が
、
自
動
車
事
故
や
ス

ポ
ー
ツ
で
の
け
が
、
親
の
病
気
な
ど
、
小
学
生
に
も
分

か
り
や
す
い
事
例
を
も
と
に
保
険
に
ふ
れ
、
身
近
な

存
在
で
あ
る
保
険
代
理
店
の
案
内
の
も
と
、
保
険
の

仕
組
み
や
歴
史
を
学
ん
で
い
く
、
と
い
う
内
容
で
す
。

青 少 年 へ の 保 険 教 育  

子
ど
も
た
ち
に
保
険
を
、

安
心
を
支
え
る
存
在
を
、

正
し
く
伝
え
る
た
め
に
。

「子どもたちだけでなく、大人の方
にも読んでいただきたい一冊です」

嶋本 祥之
東京海上日動火災保険

経営企画部 CSR室 担当課長

2 人に寄り添う。

その思いを、
分かち合うために。

損
害
保
険
・
生
命
保
険
の
垣
根
を
超
え
て
、
人
生
の

節
目
と
な
る
イ
ベン
ト
や
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
保

険
が
い
か
に
大
切
な
役
割
を
果
た
す
か
に
つ
い
て
お
伝

え
す
る
こ
と
に
も
力
を
入
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
お
客
様

の
直
接
の
窓
口
と
な
る
代
理
店
の
仕
事
に
つ
い
て
も
分

か
り
や
す
く
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

本
書
は
、
講
談
社
ビ
ー
シ
ー
社
を
通
じ
て
全
国
の
小

学
校
や
公
立
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
（
非
売

品
）。
暮
ら
し
の
な
か
の
さ
ま
ざ
ま
な
危
険
（
リ
ス
ク
）

に
備
え
、
安
心
・
安
全
で
よ
り
豊
か
な
人
生
を
送
る
た

め
に
保
険
と
い
う
仕
組
み
が
あ
り
、
保
険
の
プ
ロ
が
皆

様
の
人
生
を
お
支
え
し
て
い
る
こ
と
を
、
子
ど
も
た
ち

に
広
く
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。



我
が
家
の
よ
う
に
自
由
に

過
ご
せ
る
〝
本
物
の
〟

終
の
住
処
を
ご
提
供
し
ま
す
。

「あなたでよかった」
そう言っていただける

存在を目指して

東
京
海
上
グ
ル
ー
プ
で
は
、
東
京
海
上

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
１
０
０
％
子
会
社
、

東
京
海
上
日
動
サ
ミ
ュ
エ
ル
に
お
い
て
、

東
京
、
神
奈
川
、
長
野
、
京
都
の
4
都
府

県
に「
ヒ
ル
デ
モ
ア
」「
ヒ
ュ
ッ
テ
」
の

ブ
ラ
ン
ド
名
で
、
11
の
介
護
付
有
料
老
人

ホ
ー
ム
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

東
京
海
上
日
動
サ
ミ
ュ
エ
ル
が
事
業
を

始
め
る
際
に
モ
デ
ル
に
し
た
の
は
、
デ
ン

マ
ー
ク
に
あ
る
高
齢
者
住
宅
「
ハ
ー
ゴ
ー

ン
」。
1
9
9
8
年
に
初
め
て
訪
れ
た
時
、

日
本
の
介
護
施
設
と
は
大
き
な
違
い
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
老
い
や
障
が
い
が

あ
っ
て
も
、
人
々
は
ご
く
普
通
に
、
自
分
の

家
に
い
る
よ
う
に
過
ご
し
、
そ
の
笑
顔
は

素
敵
で
、
誰
も
〝
こ
の
先
〟
に
不
安
を
抱
い

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
文
化
や
生
活
習
慣

が
違
う
日
本
で
、
デ
ン
マ
ー
ク
と
ま
っ
た
く

同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
そ
こ
で
学
ん
だ
「
年
を
重
ね
て
も
、
障
が

い
が
あ
っ
て
も
、
暮
ら
し
方
は
自
分
で
選
ぶ
」
と
い
う

当
た
り
前
の
こ
と
を
日
本
で
実
現
し
よ
う
と
し
た
の

介 護 サ ー ビ ス

私が勤務する「ヒルデモアたまプ
ラーザ・ビレッジⅢ」には、現在、65歳
から100歳までの約70名の方がお住まい
です。当社の場合、介護の必要なご入居

者には「コンタクトパーソン」と呼ばれ
る担当の介護スタッフがつきます。コ
ンタクトパーソンは、ご入居者の趣味
や食べ物の好みから人生の道のりまで
本当にたくさんのことを把握しており、
その方が心地よくお過ごしになれるよ
う、さりげなくサービスに生かしてい
きます。
この仕事で一番難しいのは、変化し

ていくご入居者の体調への対応です。
私たちの仕事には「これでいい」という
ゴールはありません。その時々の状況
を踏まえて、「この方のために、今何が
できるのか」を常に考え、よりよいサー
ビスを提供していくことを大切にして
います。スタッフが、ご本人やご家族か
ら「あなたでよかった」という声をいた
だくと、私も本当にうれしく思います。
当社の入居契約書には、いわゆる退

去条項がありません。他のホームでは、
認知症などの症状が進行した場合や、
入院などによる不在が長期になった場

合には、ホーム側から入居契約を解除
できるようになっているのが一般的で
す。しかし、当社ではそのような条項は
ありません。高いスキルを持つスタッ
フによる介護・看護の体制が整ってい
るからこそだと思っています。
また、いつまでも「食べる喜び」を感
じていただけるよう、すべてのヒルデ
モア、ヒュッテのキッチン部門を自社
運営し、お一人お一人に合った食事を
提供しています。きざみ食を召し上が
る方のために、「モアディッシュ３（ス
リー）」というオリジナル介護食も独自
開発しました。見た目も味も通常の食
事とほとんど変わりませんが、舌でつ
ぶして飲み込める軟らかさです。
私たちが目指すのは、「施設」ではな
く、高齢者が安心して暮らせる「家」で
す。お客様の「老いて豊かと語れる暮
らし」を実現するため、これからも、ス
タッフ全員が想いを一つにして、質の
高いサービスを提供してまいります。

ヒルデモア 
たまプラーザ・ビレッジⅢ

http://www.hyldemoer.com

が
、ヒ
ル
デ
モ
ア
、ヒ
ュ
ッ
テ
で
す
。

目
指
す
の
は
、
お
客
様
の
「
老
い
て
豊
か
と
語
れ
る

暮
ら
し
」
を
実
現
す
る
こ
と
。
創
業
当
初
か
ら
、
認

知
症
ケ
ア
や
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
（
看
取
り
の
介
護
）
に

も
力
を
入
れ
て
お
り
、ス
タ
ッ
フ
全
員
が
「
想
い
」
を

一
つ
に
し
て
、
ご
入
居
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
安
全
で
お
い
し
い
食
事
を
提
供
し
た
い
」
と

い
う
想
い
か
ら
、
2
0
1
1
年
に
は
キ
ッ
チ
ン
部
門

を
直
営
化
。
い
つ
ま
で
も
「
食
べ
る
喜
び
」
を
感
じ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
食
事
の
形
態
を
７
つ
に
細
分
化

し
、
飲
み
込
む
力
に
合
わ
せ
て
最
適
な
も
の
を
提
供

す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
重
ね
て
い
ま
す
。

終
の
住
処
と
し
て
、
安
心
し
て
豊
か
な
生
活
を
送
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
東
京
海
上
グ
ル
ー
プ
の
原
点
で
あ

る
「
人
を
思
い
、
人
に
寄
り
添
う
」
こ
と
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
品
質
で
選
ば
れ
る
介
護
事
業
者
と
し
て
、
地

域
・
社
会
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

入社時に配布されるブランドブックには、大
切にしていきたい想いが綴られています。

左上　ロビーは吹き抜けで、開放感のある
つくり。ガラス張りの天井から、暖かな光が
降りそそぎます。

右上　バルコニーもついた広い居室。間取り
は 2 タイプあり、ペットと暮らせる部屋も。
ナースコールや防災設備も完備しています。

下　そしゃく力が弱い方にも食べる喜び・
意欲を持ち続けてもらうため、自社運営す
るキッチン部門で「モアディッシュ 3（ス
リー）」を開発しました。 
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松下 妙子
東京海上日動サミュエル

執行役員
ヒルデモアたまプラーザ・

ビレッジⅢ　支配人

満開の桜の木の下で（ヒルデモア
たまプラーザ・ビレッジⅢにて）

つ
い

す
み
か



東
京
海
上
グ
ル
ー
プ
で
は
、
お
客
様
が
万
一
の
事

故
や
災
害
に
遭
わ
れ
た
時
に
迅
速
か
つ
適
切
に
安
心

と
安
全
を
お
届
け
す
る
た
め
、
事
故
受
付
・
初
期
対

応
・
損
害
確
認
・
保
険
金
の
お
支
払
い
と
い
う
4
つ
の

プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
た
ち

が
高
い
専
門
性
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。
事
故
や
災
害

の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
ア
ジ
ャ
ス
タ
ー
、
弁
護
士
、
医

師
、
社
会
保
険
労
務
士
の
方
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
連
携
し
な
が
ら
、
問
題
の
解
決
に

最
善
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
「
チ
ー
ム
・
エ

キ
ス
パ
ー
ト
の
解
決
力
」
は
、
私
た
ち
の
強
み
で
す
。

東
日
本
大
震
災
の
対
応
に
お
い
て
も
、
被
災
さ
れ

た
お
客
様
の
生
活
の
早
期
再
建
に
向
け
、
一
日
も
早

く
保
険
金
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
対
応
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
あ
る
リ
サ
ー
チ
会
社
に
よ
る
調
査
で
は
、

「
事
故
対
応
が
非
常
に
優
れ
て
い
る
」
と
い
う
高
い
評

価
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
「
品
質
」
で

選
ば
れ
る
会
社
と
し
て
、
お
客
様
の
お
気
持
ち
に
寄

り
添
い
な
が
ら
、
よ
り
ご
満
足
い
た
だ
け
る
損
害

サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

損 害 サ ー ビ ス事 故 受 付コー ル センター 担 当

海 外 旅 行 保 険 ア シスタンス 担 当

メカア ジャスター 担 当
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1 2

3 4

お客様からのファーストコン
タクト。おけがの有無や事故
の状況などを正確に把握し、
親身かつ適切なアドバイスを
通して、お客様の不安を解消
するよう努めます。

お客様のご意向などを確認し
ながら、解決までのプロセス
をご説明。また事故の相手の
方など関係者へ連絡を取り、
結果をお客様にお伝えするこ
とで不安の解消に努めます。

事故などで損傷を受けた自動
車・建物などの状況を確認。
修理内容・修理見積額、その
ほかの損害を精査し、適正な
損害額の確認と分かりやすい
説明に取り組んでいます。

お支払い可能な保険金を算出
し、保険金請求意思を確認の
うえ、速やかにお支払い手続
きを進めます。

お
客
様
の
笑
顔
の
た
め
に
。

高
い
専
門
性
と
品
質
で

選
ば
れ
る
損
害
サ
ー
ビ
ス
を
。

持ちが伝わり、「今、お困りのお客様の
不安を解消することが私の役目だ」と、
事故の状況やお困りのことを丁寧にう
かがいました。警察への届け出や、相手
の方と話される際に気をつけたほうが
よいことなど、できる限りのアドバイ
スもさせていただきました。その時に
いただいた「ありがとう」は、何にも代
え難いお言葉です。2 4時間 365日、い
かなる時もご相談、お問い合わせにき
め細かに対応し、お客様に、最初の安心
をお届けしていきます。
※2014年7月以降は「チーフ」に名称変更

お客様が事故に遭われた時、最初に
お電話をいただくのが、私たち「安心
110番」です。自動車事故直後にお電話
をいただいたある方は、初めての事故
で現場に相手の方もいて、とても動揺
されていました。お客様の不安なお気

お客様に安心を
お届けいたします

夏目 薫
東京海上日動安心110番
スーパーバイザー（※）

3

2

1

けることが難しいと分かると、弊社の
ネットワークを生かし、すぐに高度な
治療が受けられる近隣国へ緊急移転を
していただきました。一度は絶望視さ
れたご容体も快方に向かい、ご家族も
安堵されていました。「また同じ海外
旅行保険に入りたい」と言っていただ
いた時はとてもうれしかったです。慣
れない海外で体調不良やトラブルに巻
き込まれたお客様の不安なお気持ちに
寄り添いながら、世界に広がるネット
ワークでこれからもお客様をサポート
いたします。

海外旅行保険のご契約者様への対応
を担当しています。お客様からご連絡
をいただくと、まず、ご安心いただく
ことを第一に考えます。以前ある国へ
旅行されたお子さんが危篤状態になら
れた時は、その地域で適切な医療を受

世界に広がるネットワークで
お客様をサポートします

畠山 絵美
インターナショナルアシスタンス

医療サービス部

合もあります。そんな時は、自動車事
故担当者と連携して、お車の損傷の入
力方向や状態から、予想しうる事故状
況をお客様や相手の方にご説明します。
当事者がおっしゃる事故状況と損害確
認結果から予想しうる事故が異なって
いる場合は、複数回にわたって打ち合
わせをするなかで、不安やお怒り、誤解
などを少しずつ取り除き、信頼してい
ただけるように心をこめて行動してい
ます。メカアジャスターの業務を通し
て、安心を支えるという保険の社会的
責任を果たしていきます。

自動車事故の損害確認のエキスパー
ト（メカアジャスター）として、お客様
や相手の方のお車の損害を確認してい
ます。事故によっては、当事者の方々の
状況報告が食い違い、平行線になる場

損害確認のプロとして
事故解決を目指します

原 武志
東京海上日動調査サービス

神奈川事業所
特命課長

事 故 受 付 初 期 対 応

損 害 確 認
保 険 金 の
お 支 払 い



病
気
な
ど
で
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
場
合
、
一
世

帯
5
人
ま
で
、
年
間
3
万
ル
ピ
ー（
約
5
万
円
）
を
限

度
に
保
険
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
Ｇ
Ｉ
で
は
、
２
０
１
１
年
か
ら
本
医
療
保
険
の

提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。
イ
ン
ド
中
部
の
マ
デ
ィ
ヤ
・

プ
ラ
デ
シ
ュ
州
、
東
部
の
オ
リ
ッ
サ
州
で
保
険
の
普

及
・
販
売
活
動
な
ど
に
取
り
組
み
、
２
０
１
３
年
度

は
約
5
0
0
万
人
に
医
療
保

険
に
よ
る
安
心
を
お
届
け
し
、

そ
の
う
ち
の
約
10
万
人
に
約
３

億
6
０
０
0
万
ル
ピ
ー
（
約
６

億
1
２
０
０
万
円
）
の
保
険
金

を
お
支
払
い
し
て
い
ま
す
。

あ
る
40
代
の
女
性
は
、
経
済

的
状
況
か
ら
十
分
な
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
ず
に
い

ま
し
た
が
、
Ｒ
Ｓ
Ｂ
Ｙ
に
加
入

し
た
こ
と
か
ら
女
性
疾
患
の
手

Shalabh Singhal
IFFCO-TOKIO General Insurance Co. Ltd.

Chief Manager

イ ン ド の 医 療 保 険

笑
顔
あ
ふ
れ
る

暮
ら
し
の
た
め
に
、

医
療
保
険
の
普
及
に

努
め
て
い
ま
す
。

現在、インドでRSBYの普及が進ん
でいます。私たちが目指すのは〝Mus-
kurate Raho （＝いつでも笑顔）〟。経済的
な負担や苦しみに関係なく、いつでも必
要で適切な医療が受けられるように、国
民が健康で笑顔で暮らせるように、医
療保険の提供に努めていきます。

世
界
有
数
の
成
長
国
で
あ
る
イ
ン
ド
で
は
、
全
世

帯
の
約
20
％
が
、
小
規
模
で
農
業
を
営
む
低
所
得
者

層
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
1
日
１
・
２
５
ド
ル
未
満
で

暮
ら
す
貧
困
層
が
国
民
全
体
の
約
３
分
の
１
を
占

め
、
貧
困
問
題
の
解
決
は
国
の
重
要
課
題
で
す
。

東
京
海
上
グ
ル
ー
プ
で
は
、
２
０
０
１
年
に
イ
ン
ド

最
大
の
肥
料
公
社
Ｉ
Ｆ
Ｆ
Ｃ
Ｏ
社
と
合
弁
で
損
害
保

険
会
社
Ｉ
Ｆ
Ｆ
Ｃ
Ｏ
―
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｏ 

（
Ｉ
Ｔ
Ｇ
Ｉ
※
）

を
設
立
。
イ
ン
ド
で
自
動
車
保
険
や
火
災
保
険
、
天

候
保
険
を
は
じ
め
、
農
村
地
域
に
お
い
て
傷
害
や
財

産
保
険
な
ど
の
マ
イ
ク
ロ
・
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス（
低
所

得
者
向
け
保
険
）
を
販
売
し
て
き
ま
し
た
。

な
か
で
も
近
年
、
普
及
が
進
ん
で
い
る
の
が
医
療

保
険
で
す
。
保
険
会
社
、
医
療
機
関
、
政
府
な
ど

が
連
携
し
、
低
所
得
者
向
け
の
医
療
保
険
R
S
B
Y 

（R
ashtriya Sw

asthya B
im
a Y
ojana

）の
提

供
が
始
ま
り
ま
し
た
。
加
入
者
は
登
録
時
に
一
世
帯

30
ル
ピ
ー
（
約
50
円
）の
登
録
料
を
支
払
い
、
け
が
や

インド国民の笑顔のために

術
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
健
康
を
取
り
戻
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
東
京
海
上
グ
ル
ー
プ
は
こ
れ
ま
で

保
険
業
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
保
険
を
必
要

と
し
て
い
る
方
に
医
療
保
険
を
提
供
し
、
人
々
の
暮

ら
し
を
支
え
、
貧
困
問
題
の
解
決
に
貢
献
し
て
い
き

ま
す
。

※
IFFC

O
-TO

K
IO

 G
eneral Insurance C

o. Ltd. RSBYの加入者には生体認証機能が付い
たカードを配付。保険情報や医療機関で
の受診情報もカードで管理され、インド
国内１万以上の公的および民間の医療機
関から受診先を選ぶことができます。
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たいという一心で取り組んできました。
お客様から、「あなたが担当でよかっ
た」「絶望や不安が生きる希望に変わっ
た」というお話をいただいた時は、微力
ながら、「保険を通してお役に立てた」
という実感がありました。

現在は、地震、台風などの広域災害
から、火災や漏水事故など個人や企業
の財産（建物・家財、設備機器等）への
損害、自転車で第三者に損害を与えた
場合の賠償責任保険などを通して損害
サービスを提供する一方で、健全な保
険制度維持のために、保険金の不正請
求防止に取り組んでいます。

ニューヨーク駐在を経て、今年、現在
の部署に着任した直後に関東が約半世
紀ぶりの大雪に見舞われました。特に2
月15 日の雪災による家屋損傷や車庫倒
壊などの事故報告は埼玉県下で7500 件
に達し、このエリアでは初の大雪災害
対策室を立ち上げ、全国からの応援メ

入社以来、損害サービスを担当して
きました。工場爆発事故、医療過誤・医
療事故、遊園地やエスカレーターなど
の施設事故、マンションの漏水事故や
自転車事故……。私たち損害サービス
は、お客様の日常に起こる〝もしも〟を
全力で解決し、お支えする仕事です。

今でも忘れられないのは、1995 年の
阪神・淡路大震災、2011 年の東日本大
震災です。特に東日本大震災では、応
援部隊として入った宮城県石巻市の甚
大な被害を目の当たりにし、あの時ほ
ど無力感に襲われたことはありません。
交通事故や労災事故は、防止活動がな
されているけれどゼロにはならない。
ましてや、地震や津波などの自然災害
を防ぐことはできない……。でも、私た
ちは立ち止まっているわけにはいきま
せん。現場で真っ先に感じるのは、ご
契約者様の不安なお気持ちです。お困
りのお客様に安心をいち早くお届けし

ンバーとともに40名体制で早期解決に
向けて取り組みました。

東京海上日動の強みは、経験豊富な
メンバーとエキスパートが専門性を発
揮しながら、チームとしての総合力を
挙げていることです。メンバーの多様
な個性を尊重し、生き生きと働ける環
境を作り、仕事やチームでの関わりを
通じて成長を実感できる機会を創出す
ること。それが、お客様にいち早く安心
をお届けするための土台になると思っ
ています。

損害サービスは、事故による損害を
補うだけでなく、どのようにお客様が
直面する問題を解決し、どうすれば不
安を取り除くことができるかをお客様
の立場で誠心誠意考え、問題の解決に
当たる仕事です。お困りのお客様のお
役に立ち、頼っていただけるよう、これ
からもよりよい損害サービスをご提供
していきます。

お客様の立場で
誠心誠意考え

安心をお届けします

鍋嶋 美佳
東京海上日動火災保険

埼玉損害サービス部　次長
兼　火災新種損害サービス課長

4火 災 新 種 損 害 サ ービ ス 担 当



3 ともに生きる。

未来が、
大きく広がるように。



東
京
海
上
グ
ル
ー
プ
で
は
、
多
様
な
人
材
が
生
き
生

き
と
働
い
て
い
る
企
業
グ
ル
ー
プ
を
目
指
し
、
障
が
い
者

雇
用
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

２
０
１
０
年
に
は
さ
ら
な
る
障
が
い
者
雇
用
の
促

進
を
図
る
た
め
、
東
京
海
上
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
（
Ｔ

Ｍ
Ｂ
Ｓ
）
を
設
立
し
、
損
害
保
険
業
界
で
は
初
の
特

例
子
会
社
（
※
）
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
は
約
７
０
０
名
の
障
が
い

の
あ
る
社
員
が
働
い
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
翼
を
担
っ

て
い
る
Ｔ
Ｍ
Ｂ
Ｓ
で
は
、こ
れ
ま
で
就
業
機
会
が
少
な

か
っ
た
知
的
・
発
達
障
が
い
者
を
中
心
に
99
名
の
障
が

い
の
あ
る
社
員
が
東
京
本
社
、
名
古
屋
、
大
阪
、
九

州
支
社
で
働
い
て
お
り
、
デ
ー
タ
入
力
・
加
工
、
書

類
発
送
、
印
刷
な
ど
の
業
務
を
通
じ
、
グ
ル
ー
プ
各

社
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
業
務
の
一
つ
で
あ
る
機

密
文
書
の
回
収
・
破
棄
業
務
で
は
、
紙
を
裁
断
せ
ず

水
で
溶
解
す
る
湿
式
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
を
導
入
し
、
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
と
環
境
保
護
も
同
時
に
実
現
し

て
い
ま
す
。

障
が
い
者
雇
用
を
グ
ル
ー
プ
全
体
に
展
開
す
る
た

め
、
２
０
１
３
年
か
ら
は
グ
ル
ー
プ
各
社
か
ら
事
務
を

請
け
負
っ
て
い
る
東
京
海
上
日
動
事
務
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
（
Ｔ
Ｍ
Ｏ
）
と
Ｔ
Ｍ
Ｂ
Ｓ
が
連
携
し
、
障
が
い
者

藤谷 朗子（P18左）
ＴＭＯ福岡センター 

アシスタントマネジャー　
兼　ＴＭＢＳ九州支社　主任

松田 亮平（P18右）
ＴＭＢＳ九州支社

障 が い 者 雇 用

誰
も
が
生
き
生
き
と
働
く

職
場
を
目
指
し
て
。

4 月に 5 名の社員が入社しました。
最初は新しい職場に慣れるのに精一杯
だったメンバーも、今では大きな戦力
となり、その集中力の高さや丁寧な仕
事ぶりには驚かされます。

福 岡 で は、私 を 含 め 3 名 の 指 導 員
がサポートしています。障がいのあ
るメンバーと働く機会を得て、私自
身、多くのことを学びました。苦手な
ところはそれぞれに異なるので、個々
の特性を理解し、その人に適した育
成を心がけています。例えば、コミュ
ニケーションが苦手なメンバーでも

就労支援センターでパソコン教室に
参加したことがきっかけで、事務の仕
事をしてみたいと思うようになりまし
た。そこで紹介されたのがＴＭＢＳで
す。事務仕事は未経験でしたので不安
もありましたが、指導員が理解のある
方ばかりで、分からないことはすぐに
何度でも聞ける態勢を作っていただき、
とても助かっています。また、これまで
は自分に何が向いているのかも分かり
ませんでしたが、今は自分の得意不得
意を指導員の方が把握してくれている
ので心強いです。

仕事はデータ入力や書類の発送が中
心ですが、集中力が途切れないように
注意しながら、ほかのメンバーとも協
力し、ミスのない仕事を心がけていま
す。自分の仕事が会社や世の中の誰か
の役に立つと思うとやりがいを感じ、
また自分の成長を実感しています。今、
とても充実しています。今後とも役に
立てる仕事ができるよう頑張ります。
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雇
用
と
業
務
創
出
の
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
社
員
が
働
き
や
す
い
環
境
の

整
備
や
サ
ポ
ー
ト
す
る
指
導
員
の
ノ
ウ
ハ
ウ
習
得
な

ど
の
準
備
を
進
め
た
後
、2
0
1
4
年
4
月
か
ら
Ｔ

Ｍ
Ｏ
福
岡
セ
ン
タ
ー
に
Ｔ
Ｍ
Ｂ
Ｓ
が
採
用
し
た
５
名
の

発
達
障
が
い
者
が
常
駐
し
、
業
務
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て

い
ま
す
。

職
場
で
は
、
彼
ら
の
純
粋
で
誠
実
な
姿
に
ほ
か
の

社
員
も
刺
激
を
受
け
、
心
の
優
し
さ
や
相
手
を
理
解

し
よ
う
と
い
う
姿
勢
を
育
む
と
い
う
効
果
を
も
た
ら

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

苦
手
な
一
方
、
仕
事
の
集
中
力
が
高
い
と
い
う
長
所

が
あ
る
な
ど
、
社
員
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
個
性
が
あ
り

ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

能
力
を
生
か
し
、
生
き
生
き
と
働
け
る
職
場
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

※障がい者雇用を促進する目的で設立される子会社

それぞれの個性を生かす 毎日充実しています

ＴＭＢＳに入社しＴＭＯ福岡センターに常
駐する5名（前列＋後列中央）と指導員

ＴＭＢＳでは絵やイラストの得意な社員の作品を
使ったカレンダーを作成しています。また、本ＣＳＲ
ブックレットでは、ＴＭＢＳ社員が描いた絵を絵はが
きにして同封しています（巻末参照）。

ＴＭＢＳ会社概要

職場

本社（東京）

名古屋支社

大阪支社

九州支社

合計

社員数

55

16

23

5

99

会 社 名：	東京海上ビジネスサポート株式会社
出　　資：	東京海上ホールディングス株式会社100％出資
業務内容：	東京海上グループ各社から主に次の業務を受託
データ入力・加工、書類の封入・発送、名刺・封筒・パンフ
レット等の印刷、社内便の仕分け・発送・館内デリバリー、
機密書類の回収・破棄（湿式シュレッダー）等

社員の状況（2014 年 5月1日現在）
社 員 数：	251名（うち、障がいのある社員99名）

ストレスなく確実に進められるよう
業務の進め方やルールを工夫し、指
示や説明も「こうした方がもっとよ
くなるよ」など、できるだけ穏やかな 
分かりやすい言い方をするように気を
つけています。

一緒に仕事をするなかで、さまざま
な個性のあるメンバーと「ともに働く」
ことの大切さや喜びを実感しています。

障がいのある社員が
所属する職場



マングローブの森が広がると、さまざまな
生き物が集まり、豊かな生態系が生まれま
す。それらをもとに周辺の住民は日々の糧
を得て、生計を立てることができます。植
林を続けてきた15年の間に世界各地に大
きな森が広がり、住民が森を維持・管理し、
経済活動を行える持続可能な「コミュニ
ティ・フォレストリー」が広がっています。

マ ン グ ロ ー ブ 植 林 事 業

豊
か
な
地
球
を
次
の
世
代
に—

。

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
植
林
活
動
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
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地
球
温
暖
化
に
対
し
て
私
た
ち
に
何

が
で
き
る
の
か

―
。こ
う
し
た
問
題
意

識
か
ら
、
長
く
取
り
組
め
る
環
境
保

護
・
社
会
貢
献
活
動
を
し
た
い
と
の
社

員
の
声
か
ら
始
ま
っ
た
の
が
、
東
京
海
上

日
動
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
植
林
活
動
で
す
。

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
は
、
二
酸
化
炭
素
の
吸

収
・
蓄
積
に
優
れ
、
津
波
や
台
風
な
ど

に
よ
る
被
害
か
ら
人
々
と
そ
の
生
活
を

守
る
「
み
ど
り
の
防
波
堤
」
の
役
割
を

果
た
し
、
豊
か
な
生
態
系
を
育
む
こ
と

か
ら
「
命
の
ゆ
り
か
ご
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

1
9
9
9
年
か
ら
開
始
し
た
植
林
活

動
で
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
現
地
の
方
た
ち
と
一

緒
に
、
2
0
1
4
年
3
月
末
ま
で
に
、

ア
ジ
ア
、
南
太
平
洋
地
域
の
計
9
カ
国

で
約
8
4
0
0
ha
を
植
林
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
15
年
の
間
に
植
え
続
け
て

き
た
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
は
、
今
、
各
地
で
大

き
く
成
長
し
続
け
て
い
ま
す
。
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
の
森
の
再
生
を
通
し
て
、
津
波
や

台
風
な
ど
の
被
害
か
ら
人
々
や
家
を
守

る
減
災
効
果
が
現
れ
、
生
態
系
の
回
復

に
よ
り
地
域
の
漁
業
が
活
性
化
し
、

人
々
に
雇
用
の
機
会
な
ど
を
提
供
し
て

き
ま
し
た
。

日
本
国
内
で
は
、こ
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
植

林
活
動
の
経
験
を
も
と
に
、2
0
0
5

年
か
ら
環
境
啓
発
プ
ロ
グ
ラ
ム「
み
ど
り

の
授
業
」
を
始
め
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
社

員
や
代
理
店
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
講
師
を

務
め
、
延
べ
約
6
3
0
の
小
学
校
と
特

別
支
援
学
校
で
、
約
4
万
4
0
0
0
人

の
子
ど
も
た
ち
に
地
球
環
境
を
守
っ
て
い

く
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
、
地

球
の
未
来
を
守
る
た
め
、
地
域
社
会
と
と

も
に
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
植
林
事
業
を
1
0
0

年
続
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

2009年から保険のご契約時、お客様に「ご契約の
しおり（約款）」を冊子ではなくホームページで閲
覧する方法（「Web約款」）をご選択いただくこと
で、紙使用量の削減額の一部でマングローブの植林
を行う「Green Gift」プロジェクトを進めてきまし
た。2013年からは新たに「Web証券」「Web更新案
内」にも対象を広げ、活動の範囲をマングローブ植

林に加え、国内の環境保護活動にも拡大しました。日本各地で「ふるさと」
を守り、次世代に伝え、残していくための活動を実施しています。

紙使用量を減らし
国内外の森や自然を守ります

国際的なNGO「Room to Read」が行う途上国への教育支援プログラムに参
加し、マングローブ植林国であるインド、バングラデシュ、ベトナムにおけ
る女子教育支援や図書室設置を行っています。2010年度から4年間にわたっ
て毎年約10万ドルを寄付し、合計1027名の少女たちに教育の機会を提供し、
9室の図書室が開設されました。実はこれら支援活動のきっかけとなったの
は、「ルーム・トゥ・リード・ジャパン」にプロボノ（※）として関わっている当
社社員でした。これからも植林国における貧困、教育、女性差別といった社
会問題を考え、グローバルな社会貢献活動に取り組んでいきます。

「樹も育て、人も育てる」
植林国の教育支援を行っています マングローブ 植林活動が

環境大臣表彰を受賞しました

環境省では毎年12月に、地球温暖化防止に顕著な
功績のあった個人または団体に対し、その功績を
たたえる「地球温暖化防止活動 環境大臣表彰」を
行っています。このたび、東京海上日動が1999年
から実施しているマングローブ植林活動の取り組
みが高く評価され、国際貢献部門にて同大臣表彰
を受賞いたしました。2013年12月に行われた授
賞式では、石原伸晃大臣より表彰状をいただきま
した。

マングローブ
植林の効果

環境啓発・ 
人材育成

地域経済・
社会への貢献

みどりの防波堤 
（地域・社会

の安全）

お客様・社会
との協働

地球温暖化
防止

命のゆりかご
（生物多様性

の保全）

※社会人が自らの専門知識や技能を生かして参加する社会貢献活動



世 界 で の 地 域 ・ 社 会 貢 献 活 動

東
京
海
上
グ
ル
ー
プ
の
D
N
A
を

共
有
し
な
が
ら
、
世
界
各
地
で

地
域
・
社
会
貢
献
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

東
京
海
上
グ
ル
ー
プ
の
地
域
・
社
会

貢
献
活
動
は
、「
地
球
環
境
保
護
」「
青

少
年
育
成
」「
安
心
と
安
全
」
の
3
つ
を

テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。こ
の
テ
ー
マ
の
も

と
、
東
京
海
上
グ
ル
ー
プ
の
D
N
A（
共

通
の
価
値
観
）
を
共
有
す
る
海
外
グ

ル
ー
プ
会
社
で
も
、
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
の

協
働
を
重
視
し
な
が
ら
、
世
界
各
地
で

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
い
、
各
社
員
が

主
体
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

東
京
海
上
グ
ル
ー
プ
で
は
現
在
、
世
界

37
の
国
と
地
域
、
4
8
6
の
都
市
で
損

害
保
険
、
生
命
保
険
、
金
融
・一
般
事
業

を
幅
広
く
展
開
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

地
域
の
皆
様
と
の
活
動
を
通
じ
た
社
会

課
題
の
解
決
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
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東京海上日動火災保険

「Green Gift」プロジェクト（P21）の一環として、2013年10月より
国内環境保護活動を開始し、NPOなどと協働して国内各地域で環境
保護イベントを実施しています。高知県では、2014年3月9日に特定
非営利活動法人砂浜美術館がイベントを開催。青空のもと、45人の子
どもたちとその家族ら合計84人が参加し、海岸のごみ拾いをしなが
ら、漂着した貝殻や木の枝などを集め、それらを使って写真立てなど
を手作りする「ビーチコーミング」を体験しました。また、高知支店
の社員がマングローブを題材とした環境教育「みどりの授業」を実施
し、子どもたちに地球環境を守ることの大切さを伝えました。

「Green  G i f t」プロジェクトで
国内環境保護活動を支援

日 本

タイでは、たびたび起こる洪水で被害を受ける森が少なくありません。
そこで豊かな森を取り戻すため、2007年より「LOVE 東京海上日動〜
森と水を守ろう」プロジェクトを展開。プミポン国王主催イニシアチ
ブの趣旨に沿って、現地の開発団体と協働で地域の森林面積拡大を目
指すとともに、川の上流で地域の青少年たちと堤防を造るなどの洪水
防止対策を行っています。

Tokio Marine Insurance（Thailand)

森と水を守る
プロジェクトを展開

タ イ

2009年から中華全国青年連合会と協働で取
り組んでいる青少年育成支援事業では、農民
工の子どもたち（農村に家を持ちながら都市
で働く親と長期間離れている児童や、親とと
もに都市に移住してきた児童）を支援するた
め、中国各地に160カ所以上の支援施設を設
置し、毎年ボランティア活動を実施していま
す。2013年には、12名の社員が浙江省の小
学校で地元青年団や消防局と連携して消防訓
練などを行い、交流を深めました。

東京海上日動中国総代表処
東京海上日動火災保険（中国）有限公司

小学校で農民工の
子どもたちを支援

中 国

環境保護を目的とするボランティア「GREEN-
PHLY（グリーン・フィリー）」では、2013年
4月のアース・デイには社員が公園で外来種
の植物を除去（上）。10 〜 11月の東京海上
グループCSR強化月間には、1613枚のコー
トを集めて24の慈善団体に寄付した「ナショ
ナル・コート・ドライブ・チャレンジ」を実施
（下）。また、現在、消費電力の100％をグリー
ン電力で賄っていることから、米国環境保護
庁から「Green Power Partnership」のパート
ナーに認定され、優良組織として「Leadership 
Club」も付与されました。

Philadelphia Insurance Companies

500 人以上の社員が
「GREENPHLY」に参加

米 国

英 国

ロンドンでは、市が学生を対象にビジネス研修
プログラムを実施。企業へのインターン派遣を
通して、将来のための優秀な人材を育成し、地
域社会を支援することを目的とした社会的プ
ログラムです。Kiln では過去 5 年間で 11 人の
インターンを受け入れ、CSR活動の一環である
リサイクル活動の促進などさまざまな業務に
携わってもらっています。新たにTokio Marine 
Group として今後も積極的にインターンを受
け入れていく予定です。

Tokio Marine Kiln Group

ビジネス研修プログラムで
学生インターンを受け入れ

飲酒運転による交通事故が社会問題となって
いる台湾では、政府が代行運転サービスの普
及に取り組んでいます。代行ドライバーが負
うリスクを軽減するため、新安東京海上では
2014年3月に代行ドライバーを対象とした賠
償責任保険を発売しました。飲酒運転撲滅の
社会啓発活動とともに、保険を通じて代行運
転サービスの普及支援を進めていきます。

新安東京海上産物保険

台 湾

飲酒運転による
交通事故撲滅に貢献



↑↑↑　やさしさを届けます　↑↑↑

東京海上グループの障がい者雇用特例子会社「東京海上ビジネスサポート（P18）」の
社員が描いた作品を絵はがきにしました。ぜひご活用ください。

イラスト=マーガレット／フランス・ボルドー地方の旧市庁舎

東京海上ホールディングス
CSRウェブサイトのご案内

より詳しい情報・データや各ステークホルダーに対する取り組みなどについては、
ウェブサイトに掲載しております。ぜひアクセスしてご覧ください。

（2014年9月更新予定）

http://www.tokiomarinehd.com/social_respon/

東京海上HD　CSR 検索

絵 は が き ト ッ プ メ ッ セ ー

※東京海上ホールディングスは女性活躍推進に優れた上場企業として「2013年度なでしこ銘柄」に選定されました。
また、東京海上日動は多様な人材を活用して、イノベーションの創出、生産性向上等の成果を挙げている企業として

「平成25年度ダイバーシティ経営企業100選」を受賞しました。

安
心
・
安
全
で
、

持
続
可
能
な

未
来
に
向
け
て
、

人
を
思
い
、

社
会
に
価
値
を

提
供
し
続
け
ま
す
。

ここ数年、世界各地で自然災害が猛威を振るっ
ています。2011年の東日本大震災やタイ洪水、2012
年の米国ハリケーン・サンディ、そして 2013 年に
は、フィリピンで台風 30号ハイエンが甚大な被害
をもたらしました。当社はグループの総力を挙げ
て保険金のお支払いや被災地支援に取り組むとと
もに、自然災害に強い社会づくりに向けた保険グ
ループならではの貢献策を考えてまいりました。

その一つが、東北大学との産学連携による「地
震・津波リスク研究」です。研究で得られた成果は、
沿岸地域の避難対策作りやリスク評価、分析、対策
立案に応用するとともに、社員ボランティアによる

「ぼうさい授業」にも生かしています。今後も、蓄積
してきた知見や経験を、災害から社会を守るために
役立ててまいります。

また、自然災害と密接な関係にあるのが、地球温
暖化の問題です。当社は、1999年からアジアを中心
にマングローブ植林を続けていますが、マングロー
ブ林の復元に加えて、「みどりの防波堤」として津
波等の被害を軽減する効果をもたらしました。当

社は、今後いかなる環境においても、マングローブ
植林を100 年続けることを目指しています。また、
2013 年10月からは、日本国内でも、環境保護活動
に取り組む NPO などを支援し、子どもたちが環境
を守ることの大切さを体験できるプロジェクトを
開始しています。

いざという時にお役に立つ企業であり続けるこ
と、それが私の目指す東京海上グループの姿です。
そのために、原動力である世界各地で働く 4 万人も
の社員が、国籍・性別・年齢・障がいの有無にかか
わらず活躍できるダイバーシティの推進（※）にも
取り組んでまいります。

今後も、「人を思う。」こと、そして、ステークホ
ルダーの皆様との信頼関係を原点に、本業である保
険事業を通じて CSR 活動を進めてまいります。そ
うすることで、安心・安全で持続可能な未来の創造
に貢献し、お客様や地域社会の皆様から信頼される
Good Company を創ってまいります。引き続きご支
援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

2014年6月
東京海上ホールディングス株式会社

取締役社長
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※絵はがきは紙媒体のみの付録となります
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